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緒 =.6. a岡
モによる絵、実型の分離を明確に区別することがで、きた。

組換価の算出にあたっては JOACHINによる方法や

1'1百の第I連鎖群では，嬬遺伝子 (wx)や花青索色原素

遺伝子 (C)をはじめ 15種の遺伝子座が明らかとなって

おり，第II連鎖群と並んで、遺伝子座{立の数が多い。 ま

た，転f'ii分析法により，第I述鎖、'wrには第6染色体が対
応し， 3.f垂の転座)，I，i、の位置が女11られている。(岩旧・大村

1971， j左)1長ら 1973)。

著者らは従来の連鎖併に染色体的基礎を与える目的

で，一連の転住分析をすすめているが，今回は第I連鎖

群についての新知見並びに 51'重の転!主点を含む連鎖地図

の作成について報告する。

なお実験調査に当り， 3I<jJ也治巳氏の担11協力をf!}t，こ。深

く謝意、を表する。

実験材料及び方法

相互転座ホモ系統及び標識遺伝子型系統として本研究

に供試されたのは Table1に示す20系統である。転IA

分析にあたっては，出穂、の遅延にもとづく不稔の発生を

防ぐために， F1個体からの採種は岩手県水沢市で行な

い，F2集日lは山形市の実験問場て、栽培された。したがっ

て，転座ヘテロによる不稔型と転座ホモあるいは正常ホ

* 北海道大学農学部育種学教室業績.
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IMMER法を適宜使用した。

Table 1. List of the translocation lines 

日ndlinkage testers 

a. RT-lines 

Stock. No. I 'f'ranslocated I 
chromosomes 

Origin 

RT 1-2 1， 2 Okute-asahi X-15 

RT 1-3a 1， 3 Norin-8 1-25，。

RT 1-3 b 1， 3 Norin-8 1581 

RT 1-8 1， 8 Norin-8 1288 

RT 1-10 1， 10 Norin-8 1533 

RT 3-4 b 3， 4 Norin-8 14-15，。

RT3-6 3， 6 Okute-asahi X2ー7

RT 3-8a 3， 8 Okute-asahi Az-2 

RT 3-8 b 3， 8 Okute-asahi A2-4 

RT 3-12 3， 12 Norin-8 1509 

RT5-6 5， 6 Okute-asahi X-120 

RT6-8 6， 8 Atomic bombed rice 

RT6-10 6， 10 Norin-8 1470 

RT 8-10 8， 10 Norin・81244 



260 北海道大学農学部邦文紀要第9巻第3号

b. Linkage testers 

Stock. No Marker gene Character expression 

H-69 fら nl，CII1l iine stripe， neck leaf， Chromogen 

H-137 fs， nl， Dn ， Dense panicl巴

H-140 fs， dj，円i，blj， CBp ， daikoku-dwarf， verticillate rachis， brown 
discoloration of leaves， Chromogen 

H-316 fら Hg，CBp， A， 1ヤ ， ~Hairly glume， Chromogen， Activator， 
Purple hull 

H-337 

H-339 

Cl Clustered spikelets 

Cl 

Tab!e 2. Linkage relations between the gene for五nestripes， f5 
and translocation break-points in the 6th chromosome 

F2 Segregation Recomb 
Goodness of iit 

Cross Combi. Total value (70) 
1 d. f. 1 +F 十S tF  fs S ;(2 P 

O 202 255 102 55 614 22.1:t 3.00 0.200 3 0.95-0.98 
RT 3-6xH-140 

C 206.4 254.1 100.6 52.9 

O 76 155 56 15 302 9.4:t 2.43 4.847 3 0.10-0.20 
RT 5-6XH-137 

C 88.35 138.15 62.65 12.85 

O 101 213 112 O 426 。 0.568 2 0.70-0.80 
RT 6-8xH-69 

C 106.5 213.0 106.5 。
O 61 100 32 11 204 13.4:t 3.64 2.493 3 0.30-0.50 

RT 6-10xH-69 
C 62.8 90.2 39.2 11.8 

F...fertile， S...semi-sterile， 0・・・observednumbers， C.・・calculatednumbers from the recombina-
tion value. 

Tab!e 3. Independent relations betw巴enT and translocation 
break-points 

F2 Segregation Goodness of iit (3:3:1:1) 
Cross Combi. Total 

1 d. f. 1 +F 十S f5 F f写S X2 P 

RT 1-2XH-69 155 163 47 42 407 2.586 3 0.3-0.5 

RT 1-3axH-140 149 173 54 45 421 3.089 3 0.3-0.5 

RT 1-3 bxH-140 164 188 61 67 480 2.611 3 0.3-0.5 

RT 1-8xH-140 220 246 90 79 635 3.064 3 0.3-0.5 

RT 1-lOxH-137 150 159 55 49 413 0.617 3 0.8-0.9 

RT 3-4 bxH-140 193 215 64 56 528 3.162 3 0.3-0.5 

RT 3-8aXH-69 116 114 35 34 299 0.621 3 0.8-0.9 

RT 3-8 bxH-140 167 202 61 63 493 3.352 3 0.3-0.5 

TR 3-12xH-140 183 215 75 66 539 3521 3 0.3-0.5 

RT 8-10 X H-140 190 182 46 59 477 3.867 3 0.2-0.3 
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実験結果

A. 赤毛縞遺伝子の所属連鎖群

赤毛縞はl日1積「赤毛」の X線処理によって誘発された

突然変異形質で，葉面に刷毛ではし、たようなかすり状の

白縞を生ずる。 これまで単純劣性遺伝子， βlによる形

質で，第VII連鎖群に座位を占めるものとされて来た。

今回の実験では， ["赤毛縞」形質を有する検定系統と第

6染色体を含む転座系統の交雑の F2において，Table 2 

に示す在日;き連鎖関係が明らかとなった。したがって，少

なくとも「赤毛縞」に関する遺伝子の一つには，第I連

鎖社Tに所属するものがあってよいと考えられる。なお第
6染色体を除く他の染色体について転座点をもっ系統を

用いた交雑で‘は独立関係のみが得られた (Table3)。

B. 赤毛縞，花青素色原素及び叢性小花に関する
3種の遺伝子聞の連鎖関係

交雑組合わせ H-69xH-337のF2集団においては赤

毛縞，色原素及び叢性小花についてそれぞれ単遺伝子分

離を生じた。これらの形質に関与している 3遺伝子につ

いて，2遺伝子間ずつ連鎖関係を検討したところ (Table

4)，f5 (赤色縞)と C(色原素)闘では約0.8'70という組換価

をもって強度の連鎖関係が見出されたと共に，fsとCの

Table 4. Linkage relations of genes belonging to the 1st 
linkage group 

Cross: H-69XH-337 F2-1 

Gen?| 
F2 Segregation 

Ab aB ab 

1... IRecomb.1 Goodness of fit 

Total 111121V721 t2ld flp  

:: 
6 2 209 

~2.06 -6.88 一 一一 205.06 

169 

179.0 

183 

179.0 16.5 

453 184 166 

448.93 176.57 176.57 
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Linkage relations betweenρand Cl in coupling phase 

F2 Segregation IRec?mb'l~oodness of五t
1、otal I value I 1 ， ， 1 

Cl+ Clβ++  +β0(-%)-I X2 I d. f. I P 

Table 5. 

O 55 2 4 15 76 

H-316XH-339 Corr* 55.00 2.31 4.00 17.35 78.66 8.0 0.061 2 0.70-0.80 

1 C 55.99 6.02 16.66 

O 121 5 8 11 145 

" : 2 Corr 121.00 13.44 17.68 42.88 195.00 16.1 3.824 3 0.20-0.30 

C 131.85 14.40 34.35 

O 157 2 35 25 209 

" : 3 Corr 157.00 4.49 26.50 57.67 245.66 9.2 6.726 2 0.02-0.05 

C 173.50 21.50 50.66 

O 516 1 32 178 727 

H-69xH-337 Corr 628.78 1.24 32.00 181.65 843.67 15.9 32.249 2 <0.01 

" :2 C 626.09 13.33 204.25 

* Corrected number of the observation. 
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間，並びに CとCl(叢性小花)の間にも，やや弱L、ながら 形質の出現頻度が期待値よりも過少であったので，組換

も連鎖関係を示すような組換備が得られた。 ρとCl間 価の3軍出に当っては，観察結果を補正して計算した。
の連鎖関係については，他の交雑組合わせ， H-316 X H- C. 連鎖地図

339のF2についても検討を加えたところ，Hl換仰はIIIi 第6染色体についての 5種の転座点と 10:1:， C，f，及び

記の交雑組合わせの場合よりもやや大きいが，連鎖関係 Clの4標識遺伝子を用いて，連鎖地区凶作製したとこ

は確認された (Table5)。ただしF，個体を異にすること ろ， Fig.1の如くなった。動原体の(j'Li宣や，長腕あるい

により 2種の組換型の出現頻度が互いにかなり異なる は短!腕における転主点の位置に関しては，別に細胞学的

場合がみられた。なお，いずれの組合わせで、も，赤毛縞 観察をすすめている。

wx RT6-11 C fs(RT6-8)cr RT5-6 RT3-6 

7-→-3  l' 27 13--~ 

I : 3:: 片?…0ω8

33 

→ 「一→Pつ一
¥. 39 

50 

50 

49 

Fig. 1. Trial construction of the map of genes on the 6th 
chromosome (1st linkage group) 

論 考

KRAMER et al (1954)による軒主分析の結果，オオム

ギの第III及び第VII連鎖群が同ーの染色体一臼こあるこ

とが判明したのは有名な出来事である。著者らの実験結

果においても，転座分析により赤毛縞遺伝子が第I連鎖

群とそれに対応する第6染色体上にあることが明らかと

なり，叢性小花遺伝子と赤毛縞遺伝子の連鎖関係も，こ

れを支持する結果となった。今後，赤毛縞遺伝子が第

VII連鎖群所属の fs，と全く同一であることが実証され

たならば，第VII連鎖群の一部は第I連鎖群と共に第6

染色体上にあるとL、う事が成立する可能性を生じた。た

だ同じく第VII連鎖群に所属している Dn(密穂性)は，
転座分析により，すでに別の第I染色体にあるという結

果を得ているので， 現在は残りの Ur(校梗轡幽)及び

I-Il， (長葉毛)についての再分析を行なっている。

第I連鎖群の地図(高橋・木下1974)で‘は，ZCJX， C，及

びClの位置はそれぞれ原点から 22，44及び 95の距離

にあり，これらと赤毛縞遺伝子及び 5 種の転gl6"}~!，の位置

関係を知り得たから，今後の細胞学的観察と相{失って，

第6染色体ヒにおける遺伝子の配列をかなり詳細に知る

ことも可能となってきた。

摘要

第I連鎖群と対応する第6染色体について転座分析を

すすめた結果，新たに赤毛縞に関する遺伝子が Cl(叢1'1~主

小花)に近接して座位を占めることが示されてきた。 ま

た 4種の標識遺伝子と 5種の転座点の位置関係が明ら

かとなり，ここに Fig，1のような第 I連鎖群の地図が

試作された。
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Summary 

1t is known in rice plants that th巴 1stlinkage 

group consisting of 15 kinds of gene loci， containing 

the genes for waxy endosperm， chromogen， clustered 

spikelets etc.， corresponds to the 6th chromosome. 

1n this report， the authors found that the g巴ne

genes of the 7th group are re-examined. At pre-

sent， the gene Dn (dense panicle) belonging to the 
7th linkage group has been assigned to the 1st 

chromosome. 

Translocation-gene linkages involving the 6th 

chromosome (1st linkage group) are presented dia司

grammatically as shown in Fig. 1. 


